船内不要電力の削減！！

燃料使用量の削減、二酸化炭素排出量削減

地球温暖化防止

船内の電気エネルギー消費は推進動力の約１０％。発電効率を考えると電力エネルギーの約３倍の燃料エネルギーを必要とする。

電気使用量＝燃料使用量を節減し、地球温暖化ガスである二酸化炭素の排出を減らす。
節電は燃料の節減！！

電気使用量節減対策

①船内不要照明の消灯、無用電力の削減
· 使用していない部屋、スペースの消灯（船室、トイレ、サロン、食堂など）
· 省エネタイプの照明器具へ交換。

· 単なる飾りなどの不必要な照明の削減。

· スペースごとに必要照度の再チェックと調整（照明器具数の節減）
· 冷蔵庫の扉の開閉は手短に。

②空調の省エネルギー化

· 冷房温度は２８℃、暖房温度は２０℃に設定。

· 荷役中や作業中など人のいないときは電源オフにする。

· フィルターの定期清掃。

③エレベーターの使用量削減
· ツー（２）アップ、スリー（３）ダウンの励行

· 照明器具を省エネタイプに交換

会社として環境保全の為に必要な対策を漸次進めていきますが、乗組員の皆様も、上記対策の目的を理解して、できることから始めてもらえるよう、ご協力をお願い致します。









